街 全体 が 歴史 博物 館 世界 遺産 の 街 フィ ラ デ ル フィ ア 
ペン シル ベニ ア 州 南東 部 アメ リカ 独立 の 象徴 の 街 で 文化 交流 
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年 齢 ・ 職 業 ・ 語 学 レ ベル 関係 な く 参 加 で きま す ! 
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ペン シル ベニ ア 州 知事 と し て 、 第 30 回 日 米 草の根 交流 示 ミ ッ ド の フィ ラ デ ル フィ ア 及 び ペ ン シ ル ベニ ア 州 
南東 部 で の 開催 と 、 日 本 か ら の 参加 者 の 皆さま を 温か く 歓 迎 い た し ます 。 
開会 式典 は 、 フィ ラ デ ル フィ ア で 最も 有名 な 8 世紀 の リー ダー の 1 人 で ある ベン ジャ ミン ・ フ ラン クリ ン を 


て 称え る 科学 技術 博物 館 で ある フラ ンク リン 研究 所 で 開催 され ます 。 フ ィ ラ デル フィ ア と ペン シル ベニア は 、 古 く 
DD ラ か ら 産 業 開発 を 通し て 日 米 関係 を 促進 する 機動 力 と し て 機能 し て 来 まし た 。 サ ミッ ト 大 会 に 参加 する 魏 様 は 、 
ーー ペン シル ベニ ア 州 の 家族 と 共に 過ごし 、 多く の 思い 出 を 作ら れる こと と 信じ て お り まあ 


第 29 回 兵庫 ・ 姫 路 大 会 に 続き 、 第 30 回 日 米 草の根 交流 サミ ッ ト が ペン シル ベニ ア 州 で 開催 され 、 

日 本 の 皆さま が 参加 され る こと を 心 よ 奄 携 迎 い た し ます 。 

ペン シル ベニ ア 州 は 米国 憲法 が 制 選 し た 2 番目 の 州 で あり 、 ア メリ カ 合 衆 国 設 立 の 中 心 の 地 で し た 。 
、 _ 理 較 多く の 方 が 歴史 的 名 所 が 数 多く 残る ペン シル ベニ ア 州 と フワ ィ ラ デ ル フィア へ 訪れ 、 数 ある 和 鯨 力 的 な 
ペン シル ベニ ア 州 上 院 議員 時 
ボブ = ケイ シー Jr. 体験 を する こと を 願っ て いま す 。 


Bob Casey Jr. 


U フィ ラ デ ル フィ ア 市 長 と し て 第 30 回 日 米 草の根 交流 サミ ッ ド 大 会 へ 参加 され る 皆様 を 歓迎 いた し ます 。 フ ィ ラ 

k デル フィ ア は 米国 で 最初 の 世界 遺産 都市 で あり 、 様々 な 文化 を 受入 れ 、 尊重 する 多様 な 人 々 が 集まる 自由 な 
』 we 風土 で ある こと を 我々 市 民 は 誇り に し て いま す 。 また 、 私 た ち は 日 本 と の 長き に わた る 友好 関係 の 歴史 に 感謝 
| ュー フィ ラ デ ル フィア 市 長 し て いま す 。 1926 年 に 日 本 か ら 送 られ た 1600 本 の 桜 は 、 毎 年 春 に な る と 街中 に 咲き 誇り 、 私 た ち は 日 本 と の 
ウ た ニシ の レッ ォ ーーー 美しい 友好 関係 を 思い 返し まれ フィ ラ デ ル フィ ア 市 を 代表 し て 、 日 本 の 皆さん に 最も 楽 ん で いた だ ける 、 素 晴 ら 


5 Cy じい サミ ッ ト 大 会 と な る よう 、 祈 訪 し て お り ま す 。 フ ィ ラ デ ル フィ ア 「 兄 弟 愛 と 姉妹 愛 の 都市] で お 待ち し て いま す 。 


フィ ラ デ ル フィ ア 市 を 代表 し で 、 第 30 回 日 米 草 の 根 サ ミッ ト の 開催 と 参加 され る 日 本 か ら の さ ま を 歓迎 
じじ ます 。 フ ィ ラ デル フィ ア に は 、 日 本 と フィ ラ デ ル フィ ア の 永き に 渡る 友情 を 象徴 する [松風 荘 一 日 本 庭園 」 
と いう 宝 が あり ます 。 サ ミッ ト 大 会 を 提供 する こと は 大 変名 賞 な こと で あり そこ か ら 日 米 市 民間 の より 深い 
理解 と 個々 の 新しい 友情 が 生ま れ 、 確実 に 根付 く こ と で まう 。 開会 式典 I@ 皆 様 に お 会 いで きま すこ と を 


ワラ ィ ラ デ ル フィ 市 会 議 具 | 
心 より 楽し み に し て お り ま す 


リン シン 才 ン ビビ コン クン 


Curtis JOneS 


日 米 草 の 根 交流 サミ ッ ト 大 会 っ て 何 ? 


CIE が 毎年 日 本 と アメ リカ で 交互 に 開催 し て いる 約 一 週間 の 交流 イベ ント で 、 フィ ラ デ ル 
フィ ア 大 会 で 30 回 を 数 えま す 。 第 30 回 大 会 は 、CIE と フィ ラ デ ル フィ ア 日 米 協 会 と 


で 協力 し て 運営 され ます 。 
(し | ト と は @ ジョ ン 万 次 郎 ホイ ッ ト フ ィ ー ル ド 有 般 長 


表 還 公益 財団 法人 ジョ ン 万 次 郎 ホイ ッ ト フ ィ ー ル ド 記 念 
大 会 4 つの 特徴 国際 草の根 交流 セン ター (CIE) 


年 齢 、 職 業 な ど に 関わ りな く 参 加 で きる ! 、 ジ ョ ン 万 次 郎 と 彼 を 救助 し 米国 で 教育 の 機会 を 与え た 
、 ホイ ッ ト フ ィ ー ル ド 有 船長 、 ま た 彼ら の 子孫 の 175 年 以上 
英語 レベ ル は 関係 な し ! 継続 する 友情 を 原点 に 、 日 米 の 市 民 が 相互 理解 と 親交 を 


深め 、 友情 を 育む 「 草 の 根 交流 」 を 促進 し て いま す 。 
ホテ ル 3 泊 士 ホ ー ム ステ イ 3 泊 、: 量 か な 交流 を コジ 上 記 


k 験 ! 
日 本 全国 か ら の 参加 者 と も 友達 に な れる ! 。 


日 米 草 の 根 交流 サミ ッ ト 大 会 は 。 3 


ぞ り 年 つづ いて お り 、 
参加 者 ・ ホ スト ファ 


ボラ ン テ ィ ア ef の 和 到 は 40 DD 


サン ディ エ 


2020 年 ほ 』1860 年 に 日 本 初 の 対 米 外交 使節 団 で ある 万 延 元 年 遺 米 使節 団 が ワウ シン トン や フィ ラ デ ル 
フィ 7 ミュー ヨー ク な ど を 訪問 し て 160 年 を 迎え ます 。 こ の 記念 すべ き 年 に 、 第 30 回 日 米 草 の 根 交流 
サミ ッ ト 大 会 が ここ フィ ラ デ ル フィ ア に お いて 行わ れる こと を 大 変 喜ば し く 思 いま す , 


独 記 意 館 な どの 歴史 的 建造 物 を 有する フィ ラ デ ル フィ ア は 、 米国 独立 の 象徴 の 地 で あり 、 日 本 か ら 参加 
山野 内 勘 ー ざれ る 弟 様 は 、 ま き に 建国 の 歴史 を 肌 で 感じ る こと が で きる で し ょ う 。 ま た 、 日 本 の 伝統 的 な 建築 様式 で 


建 @ ら れ た 松風 荘 ほ 日 米 文化 交流 の 歴史 を 語っ て くれ る に 違い あり ませ ん 。 

目 米 が 、 長 年 交流 を 積み 重ね て 構築 し た 信頼 関係 は 貴重 な 財産 で あり 、 この 関係 を 一 層 強 固 に する こと が 
大 切 で あり ます 。 そ し て 、 今日 の 世界 に お いて は 、 実 際 に 触れ 合い 、 相互 理解 を 促進 する 草の根 交流 の 
役割 が 一 層 重 要 に な っ て お り ま す 。 大 会 の 成功 に 向け て 尽力 され て いる 国際 草の根 交流 セン ター (CIE) と 
フィ ラ デ ル フィ ア 日 米 協 会 (JASGP) に 心から 敬意 を 表し ます 街 全 体 か ら 歴史 や 文化 を 感じ 取る こと が 
で きる フィ ラ デ ル ラ ィ ア の 地 で 、 この 大 会 を 通し て 皆様 が 日 米 間 の 友情 を 深め 、 思い 出 深い 滞在 を され る 
こと を 祈 訪 い た し ます 


Yamanouchi Kanji 


イラ デ ルフ ィ ア 日 米 協会 
[ジジ ツヤ パン ・ フ ィ リ ー 2020」 
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フィ ラ デ ル フィ ア 日 米 協会 の ジャ パン ・ フ ィ リ ー 2020 委 員 会 の 共同 委員 長 と し て 、 第 30 回 日 米 草の根 サミ ッ ト が フィ ラ デ ル フィ ア I で 開催 され る こと を 大 変 
嬉し く 思 いま す 。 1860 年 最初 の 日 本 使節 団 が フィ ラ デ ル フィ ア を 訪れ Ii@ 以 来 、1876 年 の 米国 独立 100 周年 記念 フィ ラ デ ル フィ 吸 万博 で 北米 に 最初 の 
日 本 庭園 が 設置 され 、 フィ ラ ル ワ ィ ア と 日 本 は 長く 深い 友情 を 育ん で きま だ 5 

フィ ラ デ ル フィ ア は 米国 初 の 赤 界 遺産 都市 で あり 、 世界 中 か ら の 訪問 者 を 歓迎 し て お り 、 この 地 で の 日 米 草の根 交流 サミ ッ ト 開 催 は 大 変 区 力 的 な も の に な る 
で し ょ う 。 皆様 に は 民主 宇 義 の 発祥 地 を 訪れ 、 地元 の 文化 や 食べ 物 加 楽 通 ん で いた だ け ま す 。 草の根 サミ ッ ト は 日 米 両 国 の 友 婦 関 係 の 絆 を 強固 に お る 
こと で し ょ う 。 皆様 に ここ 所 必 デル フィ ア で お 会 いす る こと を 本 当 に 楽 農 條 し て いま す 。 


日 米 草の根 交流 サミ ッ ト 大 会 は 3 つの 交流 イベ ント で 構成 され て いま す 


クロ ー ジ ング 式典 と 


歓迎 レセ プシ ョ ン @ フェ アウ ェ ル ・ パ ー テ ィ ー 


ーー 一 ーー ー 


日 本 か ら の 参加 者 、 開催 地 の 来 加 、 ボラ ンティア 
な ど 運 営 に 携わる 方 な ど が 参加 。 歓 迎 の 挨拶 や 
講演 な ど で 構 成 さ れる 式典 の 後 、 歓 迎 レ セ プ 
ショ ン よ り 交 流 が 始ま り ま す 


いく つか の 地域 に 分 か れ て 、 それぞれ 個 性 あふ 
れる 3 泊 4 日 の 分 科 会 に 参加 。 地元 な ら で は の 
文化 に 触れ な が ら 、 工夫 され た 体験 や 見 学 等 の 
プロ ブラ ム を 堪能 し ます 。 こ の 期間 は ホー ムステイ 
で す の で 、 ホス ト フ ァ ミ リー や ボラ ンティア と 
じっくり と 草の根 交流 を 深め る こと が で きま す 。 
分 科 会 の 受入 れ は 、 ホ スト ファ ミリ ー を 含め て 
全て 無償 の ボラ ンティア で す 。 


ャ 


ホス ト フ ァ ミ リー や 、 全て の 関係 者 が 参加 する 
締め くく り の プロ グラ ム 。 サ ミッ ト 大 会 は ここ で 
終了 と な り ま す が 、 参加 者 相互 の 本 当 の 交流 は 
ここ か ら ス ター ト し ます 。 


※ 希 望 する 方 は 、 大 会 後 も さら に 米国 内 等 に 滞在 し 旅行 を 
続け る こと も 可能 で す 。 旅行 社 に ご 相談 くだ さい 。 


プ 
r 真 提供 : CIE 過去 大 会 実施 スナ チップ より (イメ ー ジ ) 


mm 評 


「 フ ィ リ ー」 の 愛称 で 知ら れる フィ ラ デ ル フィ ア は 、 
自由 の 鐘 や 独立 宣言 と 憲法 が 採択 され た 独立 記念 館 
な ど 歴 史 的 記念 物 が 点 在 する 、「 ア メリ カ 独 立 革命 の 
地 ]」 と し て 世界 遺産 に 登録 され た ペン シル ベニ ア 州 
最大 の 都市 で す 。 ま た 、 全米 で 最も 学生 の 多い 街 の 
ひと つ で す 。 フ ィ ラ デル フィ ア の 地名 は 古代 ギリ シャ 
語 の フィ ロス (愛情 ) と アデ ルフ ォ ス (兄弟 ) か ら 
由来 し ます 。1682 年 に クエ ー カ ー 教 徒 の ウィ リ 
アム ・ ペ ン 一 団 が アメ リカ に 渡来 し 、 居住 区 と し て 
建設 され 発展 し て 来 ま し た 。 そ の 時 代 か ら 多様 な 
文化 を 受け 入れ て きた フィ リー 達 の 兄弟 愛 精神 は 、 
今 も 根付 いて いま す 。 


※ 2020 年 の 大 幅 な ダイ ヤ 改 正 の た め 現 時 点 で の 発着 時 間 、 発着 空港 及び 米国 内 乗 継 空港 (デルタ 便 ) が 未定 で す 。 
新しい 情報 は 随時 ホー ムペ ー ジ に 掲載 いた し ます の で ご 確認 くだ さい 。 HP: www.manjiro.or.jp 選 】@manjiro.grassroots 


ミッ ト 大 会 旅行 日 程 (日 種 は 変更 に な る こと が ぁ り ます ) 


時 間 


場所 


旅程 な ど 


月 日 場所 旅程 な ど 


全日 空 ・ 日 本 航空 


午後 


午後 


東京 
(羽田 また は 成田 


和志 多 


フィ ラ デ ル フィ ア 


東京 
(羽田 また は 成田 ) 


米国 内 経由 地 


空路 直行 便 に て ニュ ー ヨ ー ク へ 
JFK 空港 着 

入国 後 バ ス で フィ ラ デ ル フィ ア の 
ホテ ル へ ( 約 3 時 間 ノ 交通 状況 に よる ) 
ホテ ル 着 


[フィ ラ デ ル フィ ア ・ マ リオ ッ ト ・ 
ダウ ンタ ウン 泊 ] 


デル 航空 


空路 乗 継 便 で 米国 へ 


経由 地 空 港 着 
入国 審査 後 国内 便 に 乗換 
フィ ラ デ ル フィ アヘ へ 


フィ ラ デ ル フィ ア 


フィ ラ デ ル フィ ア 空 港 着 
バス で ホテ ル へ 
※ 乗 継 空港 等 、 新しい 情報 は 
随時 ホー ムペ ー ジ に て 更新 いた し ます 。 
[フィ ラ デ ル フィ ア ・ マ リオ ッ ト ・ 
ダウ ンタ ウン 泊 ] 


10/9 
10/10 


地域 分 科 会 
(10/10 は 分 科 会 、 
また は ホス ト フ ァ ミ リー と の 一 日 ) 


[ホー ムステイ ] 


地域 分 科 会 


バス また は ホス ト フ ァ ミ リー の 車 に て 
地域 分 科 会 か ら 

イン ディ ペン デン ス ・ 

シー ポー ト 博 物 館 へ 


10/11 (g) 地域 分 科 会 


万 次 郎 ワ ー ク ショ ッ プ 
クロ ー ジ ング 式典 & 
ン エ ガウ ェ リ が >: パー デ ティー 
[ヒル トン ・ フ ィ ラ デル フィ ア ・ ア ッ ト ・ 
ペ シ ンズ ・ ラ ン デ ィング 泊 I! 


フィ ラ デ ル フィ ア 


10/7 %) 
[食事 ] 
朝食 


フィ ラ デ ル フィ ア 


オプ ショ ナル ・ ロ ー カ ル ・ ツ アー 

※P5 の ツア ー か ら お 選び いた だ け ま す 
( 別 料 金 ) 

バス で オー プ ニ ン グ 式 典 会 場 

「 フ ラン クリ ン 科 学 博物 館 」 へ 

オー プ ニ ン グ 式 典 & 

歓迎 レセ プシ ョ ン 


[フィ ラ デ ル フィ ア ・ マ リオ ッ ト ・ 
ダウ ンタ ウン 泊 ] 


10/12 (月 


[食事 ] 
朝食 
機内 食 

(国際 便 ) 


全日 空 ・ 日 本 航空 


午前 フィ ラ デ ル フィ ア | バス で ニュ ー ヨ ー ク JFK へ 
( 約 3 時 間 ノ 交通 状況 に よる ) 
JFK 空港 か ら 直 行 便 で 空路 
羽田 また は 成田 へ 


三 g 詩 紹 志 多 


[機内 泊 ] 
デル 航空 


バス で フィ ラ デ ル フィ ア 空 港 へ 
米国 国内 便 で 経由 地 空 港 まで 


乗換 後 、 空路 
羽田 また は 成田 へ 
※ 乗 継 空港 等 、 新しい 情報 は 
随時 ホー ムペ ー ジ に て 更新 いた し ます 。 
[機内 泊 ] 
ポス ト ・ サ ミッ ト ・ オ プシ ョ ナル ・ プ ログ ラム に 参加 され る 方 は 、 
その プロ グラ ム に 準じ ます 。 


フィ ラ デ ル フィ ア 


米国 内 経由 地 


10/8 ④ 


[食事 ] 
朝食 


フィ ラ デ ル フィ ア 


地域 分 科 会 


バス また は 各 キ ー パ ー ソ ン の 手配 で 
地域 分 科 会 へ 出発 


地域 分 科 会 


午後 | 東京 


(羽田 また は 成田 ) 


10/13 到着 後 解散 


食事 に つい て : 10/7・10/11 の 夜 は 地元 の お も て な し に よる パー ティ ー に ご 参加 いた だ きま す 。 
10/8 て 11 の ホー ムステイ (地域 分 科 会 ) 期間 中 の 食事 は 、 
地域 分 科 会 ・ ホ スト ファ ミリ ー の ご 厚意 に より ます 。 


(午前 ) : 5 時 て 12 時 (午後 ): 12 時 20 時 ( 夜 ]: 20 時 一 


pnuaQ@ 


ュ 一 


ーー ゴ コ 


at フラ ンク リン 科学 博物 館 
政治 家 、 外交 官 、 物 理学 者 、 気象 学者 、 発明 家 
で あり 、 アメ リカ 独立 宣言 の 起草 委員 の 一 人 で も 
あっ た ベン ジャ ミン ・ フ ラン クリ ン 。 フ ィ ラ デル 
フィ ア だ け で な く ア メリ カ を 代表 する ひと り と し て 
100 ド ル 紙 刺 に 肖像 画 が 使わ れ て いま す 。 フ ラン 
クリ ン 科 学 博物 館 は 彼 の 科学 者 と し て の 偉業 を 
紹介 する と と も に 若い 世代 が 楽し みな が ら 科 学 を 
学べ る 施設 で す 

パル テ ノ ン 神殿 を 想わ せる 豪 礁 な 建物 の 内 部 、 
ワシ ント ン DC の リン カー ン 像 と ほぼ 同じ 大 き 
さ で 、 国立 記念 碑 に 指定 され た 大 理 石 の ベン ジャ 
ミン ・ フ ラン クリ ン 像 が 座る ホー ル で の 式典 を 準備 
じ で いま が 


at イン ディ ペン デン ス ・ シ ー ボ ポー ト 博 物 館 

クロ ー ジ ング と フェ アウ ェ ル ・ パ ー テ ィ は フィ ラ デ ル フィ ア の 東 、 デラ ウェ ア 川 に 面 す る イン ディ ペン デン ス ・ 
シー ポー ト 博 物 館 で 行わ れ ま す 。 シ ー ポ ー ト 博物 館 は 1960 年 に フィ ラ デ ル フィ ア 海 事 博 物 館 と し て 設立 され 、 
デラ ウェ ア 川 沿い の 海事 の 歴史 と 文化 を 紹介 し て いま す 。 フ ィ ラ デル フィ ア は アメ リカ 海軍 発祥 の 地 で あり 、 
幕府 へ 開港 を 要求 し た ペリ ー 提 畠 の 艦隊 が 出航 し た 地 で ある こと も 紹介 し て いま す 。 式典 前 に は 「 万 次 郎 
ワー クシ ョ ッ プ 」 を フィ ラ デ ル フィ ア 日 米 協会 お よび シー ポー ト 博 物 館 が 準備 し て いま す 。 フ ェ ア ウ ェ ル ・ 
パー ティ ー で は ホス ト フ ァ ミ リー と の 最後 の 時 間 を ゆっ くり と お 過ごし くだ さい 。 


万 次 郎 ワ ー ク ショ ッ プ 

現地 ボラ ンティア や ホス ト フ ァ ミ リー 含む 全て の 
サミ ッ ト 参 加 者 達 に 、 万 次 郎 と トイ ッ ト フ ィ ー ル ド 
船長 の 友好 の 絆 、 日 本 と フィ ラ デ ル フィ ア の 交流 の 
歴史 を 紹介 する イベ ント 。 サ ミッ ト 大 会 準備 中 に 
シー ポー ト 博 物 館 コ レク ショ ン の 中 か ら 奇 跡 的 に 
発見 され た 万 次 郎 の 三男 、 慶 三郎 の フィ ラ 
デル フィ ア 訪 問 の 記録 や 、 そ の 他 日 米 交流 の 
資料 展示 や 講演 な どの 準備 を し て いま す 。 


Philadelphia Marriott Downtown 
フィ ラ デ ル フィ ア ・ マ リオ ッ ト ・ ダ ウン タウ ン 
フィ ラ デ ル フィ ア の 中 心 に 位置 し b、 フ ィ ラ デル フィ ア 
の 歴史 的 な 景観 を 保ち な が ら も スタ イリ ッシュ な 
ホテ ル で す 。 コ ン ベ ン ショ ン セ ンタ ー や 市 民 の 台所 と 
呼ば れる レデ ィング ・ タ ー ミ ナル ・ マ ー ケ ッ ト に 隣接 し 、 
中 心 街 の ひ 人気 ス ポッ ト が すぐ 近く に あり 、 利 便 性 
抜群 の 立地 で す 。 

住所 : 1201 Market Street Guest Entrance, 


1200 Filbert St At, Philadelphia, PA 19107 
話 : 十 1-215-625-2900 


Hilton Philadelphia at 
Penn's Landing 


ヒル トン ・ フ ィ ラ デル フィ ア ・ ア ッ ト ・ 


国 か ら の 入植 者 ウィ リア ム ・ ペ ン が 最初 に 上 陸 し た 
所 と し て 名 付け られ た デラ ウ ウ ェ ア 川 岸 の ペン ズ ・ 
ン デ ィング に ホテ ル は 立地 し ます 。 閉会 式 会 場 と 
る イン ディ ペン デン ス ・ シ ー ポ ー ト 博物 館 も 隣接 し 、 
園 や 多国 籍 レ し スト ラン が あり 、 夏 に は 野外 コン サー ト 、 
に は アイ スス ケー ト な ど が 楽し め る 場所 と し て 、 
民 た ち に 親しま れ て いる 地区 で す 。 


住所 : 201 S. Christopher Columbus Blvd., 
Philadelphia, PA, 19106 


電話 : 1-215-521-6500 


フィ ラ デ ル フィ ア の 人 口 : 約 160 万 人 


10 月 の 気候 

平均 最高 気温 20C( 東 京 =22C) 
平均 最低 気温 11C( 東 京 =15C) 
平均 降雨 日 数 7 日 (東京 8 日 ) 


買物 に か か る 税 

フィ ラ デ ル フィ ア 市 内 89 ( 州 税 6% 含 む )※ 
※ $100 以下 の 衣料 品 ・ 靴 に は 消費 税 な し 。 
(2019 年 11 月 現在 ) 


フィ ラ デ ル フィ ア オプ ショ ナル ・ ロ ー カ ルツ 10/7 () 


フィ ラ デ ル フィ ア な ら で は の 歴史 ・ 芸 術 ・ 文 化 に 触れ る 魅力 的 な ツア ー が 勢揃い ! 

三 日 目 の 午前 か ら 午 後に か け て フィ ラ デ ル フィ ア の 中 心 街 お よび 郊外 の 歴史 、 芸術 や 文化 に 触れ て いた だ ける 
オプ ショ ナル ・ ロ ー カ ル ・ ツ アー を ご 用 意 し まし た 。 市 内 の ツア ー に 含ま れる ロー ゼン バッ ク 美 術 館 は 、 
土佐 藩 の 画家 河田 小龍 が 万 次 郎 た ちの 漂流 の 様子 を 文字 と 絵 に 起こ し た 「 漂 愉 紀 寺 」 の 最 古 の 写本 を 
所 有 し て いま す , 約 180 年 も 前 に 万 次 郎 達 が 見 た 世界 を 、 まだ 見 た こと も 聞い た こと も な い 日 本 の 侍 絵師 が 
まとめ た ルポ ルター ジュ を ご 堪能 くだ さい 。 ロー ゼン バッ ク 美術 人 


イン 2 (ペン ラン 0 が 1 の ボー トン クノ ソリ 
ロー ゼン / 0 


オプ ショ ナル ツア ー 代 人 金 : 通 費 
※ 昼 食 代金 は 含ま れ て いま せん 。 人 人 
自由 の 鐘 、 独立 記念 館 、 中 心 街 に その まま 残る 歴史 的 建造 物 な ど 、 専門 ガイ ド ・ 通 訳 ボ ラン ティ ア た ちと 共に 巡り 、 フィ ラ デ ル 
フィ ア の 歴史 と 文化 に 触れ て くだ さい 。 


放 】 美術 館 (フィ ラ デ ル フィ ア 美 術 館 また は バー ンズ コレ クシ ョ ン ) コー 
ー ゼ ン バ パック 美術 館 


※ 昼 食 代金 は 含ま れ て いま せん 。 別途 、 ご 案内 いた し ます 。 
フィ ラ デ ル フィ ア に は 街中 に 美術 館 や 博物 館 が あり ます 。 そ の 中 で も 是非 訪れ て ほし い 美術 館 二 つの コー ス を ご 用 意 し まし た 。 ど ちら も 素晴らし い コ レク ショ ン ば か り で す 。 


B-1 2 MM 人 場 料 人 


バー ンズ コレ ク > ショ ン 人 人 場 料 入 


ナル ツア ー 代 金 : \8.800 


アメ リカ 独立 100 同 年 の 1876 年 に 創設 され た 、 全 米 で も 
有数 の 美術 館 の 一 つ で す 。 古 典 的 な ヨー ロッ パ や アメ リカ の 
アー ト 作 品 を 中 心 に ヨー ロッ パ や アジ ア の 文化 、 歴史 的 な バー ンズ コレ クシ ョ ン と は 、 アル バー ト ・ バ ー ン ズ の アー トコ レク 
展示 が 充実 し て いま す 。 また 、 映 画 「 ロ ッ キ ー」 で シル ベス ター・ ショ ン 。 館 内 の アー ト 作 品 の 配置 な ど は すべ て 彼 に よっ て 決め 
スタ ロー ン が 美術 館 前 の 階段 を 駆け 上 る シー ン が 有名 で す 。 フィ ラ デ ル フィ ア 美 術 館 られ た と いう ユニ ー ク な 美術 館 で す 。 


Pa に 


アー ミッ シュ カン トリ ー・ ツ ア 
3 ナル ツア ー 代 金 : \18.800( 費 ょ 食 ・ ガ イド 付 : 最少 1 
アー ミッ シュ と は 、 アメ リカ 大 陸 へ 移民 し て きた 当時 の 暮らし を その まま 現代 に 残し て いる 人 々 。 
電化 製品 や 自動 車 を 使わ な か い 、 ほぼ 自給 自足 の 生活 を し て いま す 。 不便 な よう で す が 、 遠い 昔 に 忘れ て き て し まっ た 懐か し い 
人 と の 繋が りや 自然 の 恵 の 感謝 を 思い 出さ せ て くれ る 町 で す 。 
専門 ガイ ド に よる アー ミッ シュ や クエ ー カ ー の 歴史 や 、 アー ミッ シュ 文化 た っ ぷり の 昼食 も お 楽し みく だ さい 。 

画 オペ レー ショ ン : SHOBU INT'L INC 


】 ニュ ー ホ ー プ ・ ツ アー 
オプ ショ ナル ツア ー 代 人 金 : \15,000( 交 通 費 
※ 昼 食 代金 は 含ま れ て いま せん 。 別途 、 ご 案内 いた し ます 。 
1800 年 代 よ り 避 暑 地 と し て 賑わっ て いた ニュ ー ホ ー プ 。 ダ ウン タウ ン に は 昔ながら の コロ ニア ル 調 の 建物 、 郊外 に は 高級 な 
別荘 が 建ち 並び 、 上 品 で 洗練 され た 町 で す 。 日 本 と アメ リカ の 友好 の 歴史 の 一 つと し て フィ ラ デ ル フィ ア で 紹介 され て いる 、 
フラ ンク ・ ロ イド ・ ラ イト に 師事 し た アン トニ ン & ノ エミ ・ レ ー モ ンド の 家 と その 弟子 ジョ ー ジ ・ ナ カシ マ の 工房 へ も ご 案内 
し ます 。 


世界 で も 有数 の 印象 派 ポス ト 印 象 派 の 貴重 な コレ クシ ョ ン を 園 
誇る 美術 館 の 一 つ で す 。 


ニュ ー ホ ー プ 中 心 街 


と "1 生生 


国 ペン シル ベニ フ ア 大 学 キャ ン パス & 考古 学 人 類 学 博物 館 ツ ア 
ロー ゼン バッ ク 美術 館 


ー 代 金 : \8.500 


Z で の 昼 食 ) 最 る 
ベン ジャ ミン ・ フ ラン クリ ン が 創立 者 の 一 人 で 、 全米 で 初め て University と 呼ば れ た 総合 大 学 。 ア イ ビ ー リ ー グ 大 学 の 一 つと 


し て 有名 で 、 殊 に ウォ ー ト ン ・ ビ ジネス スク ー ル は 全米 で も 最 古 の ビジ ネス スク ー ル で も あり 、 その ラン ク も ハー バー ド 大 と 
同位 を 誇り ます 。 キャン パス 内 に ある 博物 館 の 豊富 な コレ クシ ョ ン と 施設 も 一 見 の 価値 あり で す 。 


オプ ショ ナル ツア 


まま 


さこ 
ロー ゼン バッ ク 美 術 館 & の 
オプ ショ ナル ツア ーー 代金 : \2.500( 昼 費 ) 
※ 昼 食 及 び 復 路 バ ス 代金 は 含ま れ て いま せん 。 
万 次 郎 の 漂流 記録 と ロー ゼン バッ クコ レク ショ ン を ゆっ くり と 見 学 し た 後 は 、 自由 に 気まま に フィ ラ デ ル フィ アダ ウン タウ ン を 
散策 し て 見 て は いか が で し ょ うか 。 ローゼン バッ ク 美 術 館 か ら 宿 泊 ホ テル まで は 徒歩 で 約 30 分 。 冒 険 気分 を 味わい な が ら 
散策 を お 楽し みく だ さい 。 


リッ テン ・ ハ ウス 広場 


( 木 )・9 ( 金 )・10 中) フィ ラ デ ル フィ ア 


分 科 会 プロ グラ ム で は 、 ホー ムステイ を し な が ら 、 
地元 の 人 だ けが 知る 地域 の 文化 や 歴史 に 触れ る こと が 
で きま す 。 ど の プロ グラ ム も その 地域 な ら で は の 
工夫 に 満ち て いま す 。 ま た 、 ホ スト ファ ミリ ー や 地域 
ボラ ンティア と の コミ ュ ニ ケー ショ ン ( 言 葉 だ け と は 
限り ませ ん ) は 、 異な る 国 の 人 々 の メン タリ ティ を 


、 自 ら の か け に な 。  ※ ホ ー ム ステ イ は 1 家族 に つき 1 名 を 基本 と し ます が 、 受け入れ 家庭 の 事情 に より その 限り で は あり ませ ん 。 
に に Ge 0 コモ 2 また 、 親子 や ご 夫婦 で の 参加 な ど 、 一緒 に 滞在 を 希望 され る 場合 は 申込 書 よ りお 申し 出 く だ さい 。 
(※ ホ スト ファ ミリ ー は すべ て 無償 の ボラ ンティア で す ) 


Key Person / キー パー ソン 


Kazumi Teune Mariko T. Schon 

カズ ミ ・ チ ュー ニ ショ ー ン ・ 麻 里子 

東京 出身 。 フ ィ ラ デル フィ ア 市 内 に ある ベン ジャ ミン ・ 3 ショ ー ン 麻里 子 と 申し ます 。 ア メリ カ に は すでに 25 年 
フラ ンク リン が 設立 し た と され る 、 ペン シル ベニ ア 大 学 で | 在住 し て お り ま す 。 フ ィ ラ デル フィ ア で は 法律 事務 所 で 
教鞭 を と っ て いた アメ リカ 人 と 結婚 。1982 年 より | 事務 を 務め て お り ま す 。 歴 史 に あふ れ た フィ ラ デ ル 
市 内 に 在住 。 フ ィ ラ デル フィ ア 日 米 協会 の 専務 理事 と フィ ア の 街 を みな さま と 楽し め る 機会 を 持て て うれ し く 
し て 16 年 勤め 、 現在 は 理事 と し て 様々 な 分 野 に わた り 思い ます 。 楽し み に お 待ち し て お り ま す ! 

日 本 と の 交流 の お 手伝い を し て いま す 。 


Ryan Acuna 

ライ アン ・ ア ク ナ 

フィ ラ デ ル フィ ア 郊 外 で 生ま れ 育 ち 、 フ ィ ラ デル 
フィ ア の 良さ を 知り 尽く し て いま す 。 テ ンプ ル 大 学 を 
2016 年 に 卒業 し まし た 。 以 来 、 フ ィ ラ デル フィ ア の 
素晴らし さ 、 豊か な 文化 や 歴史 を 探求 し 、 広め た い 
と 思っ て いま す 。 


Mackenzie Warren 

マッ ケン ジー・ ウ ォ ー レ ン 

生ま れ も 育 ち も フ ィ ラ デル フィ ア 。 市 内 の 歴史 的 な 場所 
で 勤務 し 、 博物 館 巡 り が 大 好き で す 。 現在 大 学院 で 
歴史 を 勉強 し て お り 、 子ども た ち へ 歴史 の 関心 を 高め た 
いと 思っ て いま す 。 海外 に 2 度 暮 らし た こと が あり 、 人 々 
と の 異 文化 交流 が 大 好き で す , 着物 収集 や アニ メ 、 猫 
と 映画 鑑賞 、 手芸 や お 菓子 作り な ど を 楽し ん で いま す 


ぷ Frank L. Chance 


フラ ンク L. チャ ンス 

元 ペ ン シ ル ベニ ア 大 学 東 ア ジア 研究 教授 ・ 副 学部 長 。 
退職 後 、 四国 八 十 八 箇所 巡礼 研究 に 関わ り 、 2016 年 
に 徒歩 で 完了 。 その 後 、 四 国 巡礼 に 関す る 講演 や 執筆 、 
韓国 美術 史 や 江戸 後期 の 折 表 的 な 画家 谷 文 晃 の 伝記 
論文 の 執筆 に 取り 組ん で いま す 。 ま た 、 高校 で の 日 本 
研究 普及 の た め の 教 師 育成 に も 努め て いま す 


| 


Key Person / キー パー ソン 


Alistair Q. Howard 

アリ スタ ー・ ハ ワー ド 

現 テ ンプ ル 大 学 国際 学部 副 学 長 。2015 年 より 3 年 、 
リベラ ルアー ツ 教 育 で 知ら れる テン プル 大 学 東京 キャ ン 
パス の 校長 に 赴任 。 日 本 の 政治 経済 、 木 に と て も 
関心 を 持っ て いま す 。 イ ギリ ス 生 まれ 。 オ クス フォ ー ド 
大 学卒 業 後 、 東 京 電力 アメ リカ 支店 に 勤務 。 現 在 は 
フィ ラ デ ル フィ ア 郊 外 で 妻 と ペッ ト た ちと 暮らし 、 才 暇 は 
築 100 年 の 家 の 改 築 や 食器 棚 作り を 楽し し で いま す 


随時 更新 ! ※ 地 域 文化 会 の 更新 情報 は HP 及び Facebook ペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ます 。 HP: www.manjiro.orjp 必 』 @manjiro.grassroots 


チェ スナ ッ ト ・ ヒ ル 


Chestnut Hill 


緑 豊か な 通り に 沿い に 並ぶ 風格 の ある 歴史 的 な 邸宅 と 、 ビ クト リア 朝 の 
タウ ン ハ ウス が 特徴 の 住宅 地 チ ェ ス ナッ ト ・ ヒ ル は 、 ガー デン 地区 と し て 
知ら れ 、 日 本 に ゆか り の ある モリ ス 樹 木 園 も 近く に あり ます 。 アー ケー ド 街 
で は 、 毎 年 10 月 に ハリ ー ポ ッ タ ー フ ェ ス ティ バル が 開催 され 、 ハ リー ポッ ター 
ファ ン と 魔法 使い に 拐 し た 人 々 で 賑わい ます 。 また 、 ジャ ー マ ン タウ ン 街 に は 
素敵 な ブティック ギャ ラリ ー、 ア ンティー ク 専 門 店 、 レ スト ラン が 並ん で いま す 


_ 7/ 弁 ! 
エル ポー ト レー エア ルン 4 当 」 ル < ン ニレ ノニ レン 


Key Person / キー バー ソン 


Paul Reagan 

ポー ル ・ レ ー ガ ン 

ペン シル ベニ ア 大 学 で 国際 関係 と 外交 史 を 学ん だ 後 、 
慶應 義塾 大 学 で 大 学院 を 卒業 し まし た 。 ま た 、 ケン ブ 
リッ ジ 大 学 の 博士 号 も 取得 し まし た 。 これ まで 20 年 間 、 
フィ ラ デ ル フィ ア と 日 本 の 大 学 で 、 近代 アジ ア 史 、 国際 
関係 、 日 本 文学 や 日 本 映画 の 分 野 で 教鞭 を 執っ て 
来 ま し た 。 


ラン カス ター 
Lancaster 


レル ラッ レシ ンコ た レジン ル の リク アグ の 22 に 】KA き 上 【0(0 に ョ letn4l 内 に 
な が ら も と て も 興味 深い 町 で すむ ダイ ナミ ッ ク で 歴史 的 な ダウ ンタ ウン 
に は 、 美しい 建物 、 素敵 な レス トラ ン や アー ト ギ ャ ラリ ー が あり ます また 、 
広大 な 農地 と アー ミッ シュ た ち が 暮 ら す 美しい 田園 風景 が 自慢 で まあ 
季節 を 問わ ラン カス ター は いつ も 世界 中 か ら の 訪問 者 と 観光 客 を 
魅了 し て いま 


= ネー sm テー-ー1 っ | 
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ラン カス ター の 風景 4 リル 6)) / 


Key Person / キー パー ソン 


Amy Sahm 
エイ ミー・ サ ー ム 
地元 ラン カス ター 出身 。 大 阪 に 5 年 住み 、 日 本 企業 や 
現在 の 国際 銀行 勤務 を 併せ 30 年 も 国際 貿易 に 携わっ て 
いま す 。 家族 と 共に ラン カス ター に 暮らし 、 定期 的 に 


関西 を 訪れ 、 文 化 交 流 を 楽し ん で いま す 日 本 語 も 話し 、 
趣味 は 家族 や 友達 と の 旅行 、 読書 、 ハ イキ ング 、 料理 。 
新しい 友情 と 交流 を 楽し み に し て いま す 。 


- 丘 ーー! 生還 si 


作 Hit 還 言 


| 


ウェ スト ・ チ ェ ス ター 
West Chester 


ウェ スト ・ チ ェ ス ター は 、 フィラ デル フィ ア 中 心 街 か ら 西 へ 40 キ ロ 、 
デラ ウエ ア 州 の 境界 線 に 位置 する 緑 豊か で 歴史 的 な 街 で ま 世界 中 の 
人 々 が 訪れ る 米国 最大 の 植物 園 ロ ング ウッ ドガ ー デ ン や 、 歴史 博物 館 、 
米国 で 2 番目 に 大 きい ショ ッ ピ ング モー ル の キン グ ・ オ ブ ・ プ ラッ シャ 
な ど に 近接 し て いま す , 又 、 学 園 都 市 で ある 市 内 は 、 各種 レス トラ ン 、 
コン サー ト ホ ー ル 、 古 本 屋 等 を 散策 する 学生 で 賑わっ て いま す 


に ーーー ニー 


旧 栄 光 の 像 と 坊 着 所 の 正面 


Masako Kuragano 

マサ コ ・ ク ラガ ノ [倉賀野 昌子 ] 

横浜 市 出身 。20 代 後半 に ニュ ー ヨ ー ク の 教職 を 得 て 
渡米 以来 、 米国 各地 や 香港 の 大 手 日 系 関連 企業 で の 
職 を 経験 し て きま し た 。 3 人 の 子供 達 が 巣立っ た 現在 、 
ウエ スト ・ チ ェ ス ター で 、 フィ ラ デ ルフ ィ ア 出身 の 主人 と 
三 毛 猫 の トッ シュ と 暮らし て いま す 。 趣味 は 旅行 、 食べ 
歩き 、 料理 、 ヨガ や ゴル フス , 世界 の 文化 や 生活 を 学べ る 
米国 生活 を 楽し ん で いま す 。 


リー \ イ 由 バレ ー 
Lehigh Valley 


リー ハイ ・ バ レー 地区 は 丘 と 自然 豊か な 田園 に 囲ま れ 、 ベ ツレ ヘム や 
イー スト ン な ど 多 数 の 小さ な 町 や 市 で 構成 され 、 そ の 風景 、 公 園 、 ト レー ル 、 
水路 な ど は まる で 絵画 の よう で す , 植民 地 時 代 よ り 経 済 的 に 発展 を 
遂げ て いる この 地域 は 、 現在 で も ペン シル ベニ ア 州 第 3 位 の 経済 都市 圏 
で も あり 、 クレ ヨン や クラ フト ビー ル 、 マー ティ ン ギ ター、 博物館 、 屋根 
付き 橋 な ど 、 リー ハイ ・ バ レー の 生活 は 飽き る こと が あり ませ ん 。 


。 ア gZ ァ アン ン 
7。 厄 gw タン 
り 


リー ハイ ・ バ レー の 風景 に の) 3 


Key Person / キー パー ソン 


Miki Sankary 

ミキ ・ サ ン ケ リー 

ベツ レ へ ム の リー ハイ 大 学 に 勤務 し て お り 、 米 日 カウ ン 
シル の 代表 も 務め て いま す 。 カ リフ ォ ル ニア 州 出身 で 、 
日 本 へ は よく 家族 に 会 い に 行 きま す 。 ア メリ カ で も 
日 本 の 文化 を お 祝い し て 楽し ん で いま す 。 日 本 人 や 
日 系 人 、 地 域 の 人 々 が 交流 する リー ハイ ・ バ レー 
JAJAJA を 組織 し 、 運営 し て いま す 日 本 食 の 料理 
に も 挑戦 し て いま す 。 


は 季 


メイ ン ラ イン 


Main Line 


フィ ラ デ ル フィ ア か ら 電 車 で 20 分 か ら 30 分 ほど の 郊外 に ある 地域 。 
ペン シル ベニ ア 鉄 道 の メ イン ライ ン (本 線 ) に 沿っ て 広がっ た 町 と いう 
通称 で あ 

この エリ ア に は 名 門 で 知ら れる ブリ ンマ ー 大 学 、 ビ ラノ バ 大 学 、 
ハフ ァ フ ォ ー ド 大 学 が 立地 し 、 住宅 街 の 中 に 歴史 的 な 建物 の キャ ン パ ス が 
リマ さと AAEg: 月 


Masako Hamada 

浜田 昌子 

ビラ ノバ 大 学 、 国 際 学部 ・ 日 本 学科 で 日 本 研究 を 
専門 に 30 年 、 教鞭 を 執る 傍ら 、 アメ リカ で 日 本 文化 の 
普及 を 始め 日 米 交流 に 頁 献 し て き て お り ま す 。 
最近 で は 出版 予定 の 「 陽 明 丸 : 日 米 露 連 携 の 人 道 
の 箱 船 」 の 翻訳 者 の 一 人 と し て 携わり まし た 。 
趣味 は 旅行 、 グ ル メ 歩き 、 週末 は リッ ラク ス し た ひと 
時 を 過ごし て いま す 。 大学 の 町 、 メ イン ライ ン で 
皆さま と 交流 が で きる の を と て も 楽し み に お 待ち 
し て お り ま す 。 


(人 仙 
呈 」 


すら 


9 写真 提供 : PHLCVB 他 写真 は 季節 や 天候 に よっ て イメ ー ジ が 異な る 場合 が ご ざい ます 。 


ボス ト ・ サ 


に 用 ア ムン アァ レル プペ | 10/12 (g) ~ 


サミ ッ ト 後 に も っ と アメ リカ の 文化 を 知る ブ プログ ラム ! 


フィ ラ デ ル フィ ア 大 会 終了 後 、4 つ の ポス ト ・ サ ミッ ト ・ オ プシ ョ ナル ・ プ ログ ラム を ご 用 意 し まし た 。 ※ ホ スト ファ ミリ ー は 無償 の ボラ ンティア で す 。 


2 万 次 郎 の 足跡 残る 


フェ アヘ イブ ン ホ ー ム ステ イ と 


古都 ボス トン 
2g-1e ゅ ) 学 79.000 と Am 


全 行 程 JAL を 利用 の 方 限定 
含ま れる も の : 交通 費 、 ホ テル 宿泊 費 
員 10 名 最少 催行 人 員 6 名 

1841 年 太平 洋 の 孤島 で ホイ ッ ト 
フィ ー ル ド 衣 長 に 救助 され た ジョ ン 
万 次郎 が 船長 に つい て 到着 し た 町 
フェ アヘ イブ ン 。 船長 の 家 、 万 次 郎 が 
通っ た 小学 校 、 教会 な ど 「 万 次 郎 トレ 
イル 」 と し て 、 彼 の 足跡 は 大 切 に 保存 され て いま す 。 二 人 の 友情 が 今 も 
根付 いて いる この 町 で ホー ムステイ を 体験 、 最後 の 夜 は 古都 ボス トン 
で お 過ごし くだ さい 。 

協力 : 万 次 郎 ・ ホ イッ ト フ ィ ー ル ド ・ フ レン ド シ ッ プ 協 会 、 日 本 協会 ボス トン 


ホイ ッ ト フ ィ ー ル ド 船 長 の 家 


10/12 月 ) 午前 空路 ボス トン へ 


高速 バス で フェ アヘ イブ ン へ 


ホス ト フ ァ ミ リー と 対面 (ホー ムステイ 泊 ) 


10/13 WX) 終日 万 次 郎 ト レイ ル 


フェ アヘ イブ プン 市 内 観光 


(ホー ムステイ 泊 ) 


10/14 (⑭) j 高速 バス で ボス トン へ 


ボス トン 観光 (ボス トン 市 内 ホテ ル 泊 ) 


10/15 ④) 空路 直行 便 に て 帰国 の 途 へ (機内 泊 ) 


10/16 ( 久 ) 午後 東京 (羽田 また は 成田 ) 到着 


※ ホ テル を 1 名 1 室 で 利用 する 場合 24.000 円 の 追加 と な り ま す 。 


| PT 


= 
ESTA (電子 渡航 認証 ) の 申 


し ーー し 
計 
て 人 組 


申請 後 の 即 時 承認 [ は 利用 で き な く な り 、 承認 を 待た ず 
(米国 国土 安全 保障 省 よ り ) 


エス タ py 
米国 の ESTA と 査証 
一 定 の 条件 を 満た し て いる 方 は 事前 に > 
米 革 


"に 米国 の 空港 に 


目下 PDUTTLETLDTTLTTyiili 半生 


ーー ミー ニーーー= ご - 
ーー に 


す ー、 


青 は お 早め に 


ビザ 免除 プロ グラ ム (VWP) を 利用 し て 渡米 され る 方 は 、 米国 に 出発 する 72 時間 前 まで に ESTA を 申請 し て くだ さい 。 


ワシ ント ン DC 半日 ツア ー と 
ウ ァ ー ン 三 ア ・ く ホー ムスティ イ (2 泊 ) 


10712g ゅ -15 ゅ の ) 学 | 08,000 大 人 子ども 同額 


全 行 程 ANA を 利用 の 方 限定 
含ま れる も の : 交通 費 、DC の ガイ ド 
定員 10 名 最少 催行 人 上 員 6 名 
アメ リカ の 首都 ・ ワ シン トン DC へ は 
フィ ラ デ ル フィ ア か ら 車 で 約 4 時 間 。 
アメ リカ の 行政 の 中 枢 を ガイ ド と 共に 
観光 後 、「 カ ント リー ロー ド 」 で 有名 な 較 較 較 還 昌 WNINN 
ウ ョ スト バー ジア /K バ ーー クン ドジ p6 
州 で の 2 泊 の ホー ムステイ を 通し て 交流 を お 楽し みく だ さい 。 日 本 
で の サミ ッ ト 大 会 に 参加 され た 方 が 中 心 に プロ グラ ム の 準備 を し て 
いま す 。 


10/12 (月) 午前 陸路 バス に て ワシ ント ン DC へ 
到着 後 市 内 観光 
午後 Pembloke Retreat Inn へ 
ホス ト フ ァ ミ リー と 面会 
それ ぞ れ ホス ト フ ァ ミ リー 宅 へ 


(ホー ムステイ 泊 ) 


10/13 鱗 ) ホス ト フ ァ ミ リー と 過ごす 1 日 (ホー ムステイ 泊 ) 


10/14 ゆ ) 午前 ホス ト フ ァ ミ リー と ワシ ント ン ・ ダ レス 空港 へ 


空路 直行 便 に て 帰国 の 途 へ (機内 泊 ) 


10/15 中 ) 午後 東京 (羽田 また は 成田 ) 到着 


到着 する と 、 入国 が 拒否 され る 可能 性 が あり ます 。 


< 国政 府 の 電子 渡航 認証 (ESTA) を 取得 する こと で 、 無 査証 (ビザ 無し ) で 
に 入国 で きま す 。ESTA は 、 登録 料金 14 ドル (2019 年 11 月 現在 ) を クレ ジッ トカ ー ド で 決済 する こと で 、 ご 自身 で 


ホー ムペ ー ジ か ら 取 得する こと が で きま す 。 米 国政 府 の 公式 HP で ウゴ cbp.dhs.gov/esta/) の 
右上 に ある ボタ ン 「change language (言語 変更 )」 から 「 日 本 語 」 


も し 、 ESTA を 取得 で き な か っ た 場合 は 、 米国 


近畿 日 本 ツー 
と な り ま す 。 


※ESTA は 取得 後 2 年 間 有 効 で す 。 以 前 ESTA を 取得 し た こと が あり 、 この 旅行 が その 有効 期間 内 で ある 場合 、 ま た その 間 に 旅券 を 更新 ・ 


証 (ビザ ) PTHRTEP 
ご 出発 まで に 査証 が 取得 で き な い 場 合 、 旅行 契約 を 解除 する こと と な り 、 その 場合 
リス ト に 有料 で 依頼 する こと も 可能 で す 。 こ の 場合 は 


選び 、『 新 規 申請 」 より 手順 に 従い 、 お 済ま せく だ さい 。 
証取 得 に は 1 ヶ月 以上 要する こと が あり ます 。 
取消 料 は 参加 者 負担 と な り ま す 。ESTA の 取得 は 


、14 ド ル の 日 本 円 相当 を 含め て 、 \6,.000 の 手続 き 代行 料金 


変更 し て いな い 場 合 に は 、 新た に ESTA を 取得 する 必要 は あり ませ ん 。 


時 間 帯 目安 : 5 時 12 時 (午後 ] : 12 時 20 時 ( 夜 ): 20 時 


の 大 自然 に 囲ま れ た 
コロ ラド 州 コ ロラ ドス プリ ング ス 
ホー ムステイ (2 泊 ) 

ion2 ゅ cs ゅ ) 4 の .000 ん と km unozg-5 ゅ ) 学 8D.000 ん tm 


全 行 程 デ ル タ 航 空 を 全 行 程 ANA また は 

利用 の 方 限定 JAL を 利用 の 方 限定 (未定 ) 
含ま れる も の : 交通 費 | 時 市 目 含ま れる も の : 交通 費 

定員 10 名 最少 催行 人 員 6 名 ca は 定員 10 名 最少 催行 人 員 6 名 

1 万 個 の 湖 が ある と いう ミネ ソ タ 州 の 7 コロ ラド 州 デ ン バ ー の 南 、 ロッ キー 
最大 都市 ミネ アポ リス と 州都 の セン ト 山脈 の 標高 4000 メ ー ト ル 級 の 一 つ 
ポー ル は 隣り あっ て いる こと か ら で ある パイ クス ピー ク 山 が 見 下ろす 
ツイ ン ・ シ ティ ー と 呼ば れ て いま す 。 ミネ アポ リス 都市 コロ ラド スプ リン グ ス 。 日 米 草 の 
米国 最大 級 の ショ ッ ピ ング モー ル や 個性 豊か な 美術 館 、 ス ポー ツ や コン 根 交 流 サ ミッ ト を 2 度 も 行っ た 土地 
サー ト な どの エン ター テイ メン ト も 充実 し た 街 で 、2 泊 の ホー ムステイ を で も あり 、 サミ ッ ト サ ポー ター た ち が 多 く 暮 ら す 街 で の 2 泊 の ホー ムステイ 
通し て 交流 を お 楽し みく だ さい 。 を 通し て 交流 を お 楽し みく だ さい 。 
協力 : ミネ ソ タ 日 米 協 会 協力 : 南 コ ロラ ド 日 米 協 会 


ミシシッピ ー 川 の 源流 
ミネ ソ タ 州 で ホー ムステイ (2 泊 ) 


コロ ラド スプ リン グ ス 


10/12 月 ) 午前 空路 ミネ アポ リス ・ セ ント ボー ル 空 港 へ 10/12 (月 ) 午前 空路 乗 継 便 に て コロ ラド スプ リン グ ス 空 港 へ 
到着 後 市 内 観光 ・ ホ スト ファ ミリ ー と 面会 到着 後 ホス ト フ ァ ミ リー と 面会 
それ ぞ れ ホス ト フ ァ ミ リー 宅 へ (ホー ムステイ 泊 ) それ ぞ れ ホス ト フ ァ ミ リー 宅 へ (ホー ムステイ 泊 ) 


10/13 ) ホス ト フ ァ ミ リー と 過ごす 1 日 (ホー ムステイ 泊 ) | 10/13 火 ) ホス ト フ ァ ミ リー と 過ごす 1 日 (ホー ムステイ 泊 ) 


10/14 d) 午前 ホス ト フ ァ ミ リー と ミネ アポ リス ・ セ ント ポー ル 空 港 へ 叶 10/14( ゆ ) 午前 ホス ト フ ァ ミ リー と コロ ラド スプ リン グ ス 空 港 へ 
空路 直行 便 に て 帰国 の 途 へ (機内 泊 ) 自 空路 米国 内 乗 継 便 に て 帰国 の 途 へ (機内 泊 ) 


10/15 ⑭) 午後 東京 (羽田 また は 成田 ) 到着 10/15 中) 午後 東京 (羽田 また は 成田 ) 到着 


シア トル ・ ワ シン トン 州 大 会 の 参加 者 の 感想 


M よし つぐ 
品川 千恵 美 きん 2 森本 吉 食 さん 
シア トル か ら 車 で フェ リー も 上 か 4 は 2017 年 3 月 、 町 の 広報 誌 で 「 ホ ー ム ステ イ 受 入 家庭 募集 ] を 知り 、 
使っ て 約 2 時 間 、7Cedars Resort 記 当時 次 男 が 海外 で ホス トマ マ に 大 変 お 世話 に な っ て いた こと か ら 、 恩 返 
and Casino の 前 で ホス ト フ ァ | 『 ど 。 し の 気分 で 申し 込み まし た 。 奈 良 大 会 の 分 科 会 で 初め て 対面 し た 男性 は 、 
ミリ ー や 地域 の 人 達 が 私 達 7 名 を ! いか に PP わが 家 に 滞在 中 、 
出迎え て くれ まし た 。 こ の 3 日 間 は 、 手 作り ピザ で の ウェ ルカ ム 私 の つた な い 英 語 を 一 生 懸 語 聞 いて くだ さり 、 私 も 家族 も 友人 も 本 当 に 楽し い 時 間 を 過 ご "し た の 
パー ティ ー に 始ま り 、 バー ドウ ォ ッ チン グ や 町 の 散策 、 映画 祭 へ で し た 。 な ん と その 方 は ホイ ッ ト フ ィ ー ル ド 船 長 の 6 代目 子孫 、 ス コッ ト さ ん で し た 。 当然 の こと 、 翌年 の 
の 参加 、 最後 の ポッ トラ ッ ク パ ー テ ィ ー ま で 、 い ろ い ろ な 計画 が ワシ ント ン 大 会 に 参加 し まし た 。 再 会 し ハグ し あっ た の は 当然 、 オ ー プ ニン グ の 時 に は ご 家族 を 
立て られ て いま し た 。 そ の 中 に 、 ホス ト フ ァ ミ リー と の 時 間 も 紹介 し て いた だ きま し た 。 
た っ ぷり あっ て 、 ゆ っ くり お 喋り し た り 、 ブラ ッ ク ベ リー を 取り に そし て 本 来 の 目的 で ある レイ クウ ッ ド の 分 科 会 へ 。 私 の ホス ト フ ァ ミ リー は ジョ ン さ ん 、 ケイ コ さ ん と 
行っ た り 、“ 土 曜 市 場 「 で ポッ トラ ッ ク の 材料 を 買っ て 料理 を いう 高齢 の ご 夫妻 で し た 。 奥様 は 日 本 か ら ア メリ カ へ 嫁 が れ た 方 で 、 当初 心配 し て いた 言葉 の 問題 は 全く 
手伝っ た り し て 、 Rob さ ん と Karen さ ん の 心温まる 、 心 地 良い 関係 な く 、 快適 な 滞在 で し た 。 ま た 、 0 お 互い 冗談 を 言 
"お も て な し " を 受け まし た 。 い 合 いな が ら 夢 の よう な 時 間 を 過ごし まし た 。 ホ スト ファ ミリ ー の 皆さん は どなた も 親切 に し て くだ さ 
最初 は ぎ こ ち な か っ た ハグ も 、 帰り は 別れ を 惜しむ 強い ハグ に リ 「 ぜ O ひ 再会 し まし ょ う 」 と 話し まし た 。 1 し て いま す 。 私 も そろ そろ リタ イヤ の 
変わ っ て いま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 歳 で す が 、 この 期 に 人 生 最高 の 体験 が で きた よう に 思い ます 。 


いれ 


Mi と 


旅行 代金 (基本 プラ ン ) 学生 小児 等 の 旅行 代金 


早期 申込 割引 代金 | 通常 参加 代金 E 司 二 計 き に 議 出 発 日 の 満年齢 が 2 歳 以上 の 子ども 、 
小 中 高 生 お よび 25 歳 まで の 学生 は 、 


4/30 まで 5/1 か ら \12.000 引き | ぉ ーー 人 に つき 左記 の 金額 を 割引 し ます 


ニュ ー ヨ ー (早期 申込 割引 と の 併用 可能 

(直行 ) \298,000 \310,000 UE の を 伯 gsz 本 謗 出発 日 の 満年齢 が 2 歳 未 満 で 飛行 機 の 

6 ニュ ー ヨ ー ク 発着 便 座席 を 使用 せま ホテ ル で は 大 人 と 添い 

日 本 航空 - (直行 ) \298,000 \310,000 寝 する 場合 は 、 料金 代金 は \35.000 と 

8 二 な り ま す , ( 各 航空 会 社 利用 プラ ン 共 通 ) 
ー* ラテ リク 

デル タ 航 空 (米国 内 経由 ) \289,000 \301,000 と 江上 アン 信子 ども と 同一 ベッ ド で 添い 寝 す る こと に 


よっ て 運用 され る の が 「 キ ッ ズ 添い 寝 
全 上 記 の 他 に 、 燃 油 サー チャ ー ジ (21.,000 円 )・ 航 空 保険 料 (全日 空 200 円 、 日 本 航空 600 円 )・ プラ ン | で す 。 下記 の 場合 に 限り 、 基 本 


国内 空港 税 (羽田 2.610 円 、 成 田 2.660 円 ) ・ 国 際 観 光 税 (1.000 円 ) 海外 空港 諸税 (7.630 円 ) ie 8 
が 別途 必要 で す 。※2019 年 1 1 月 現在 の た め 変動 が ある 場合 が ご ざい ます 。 金額 は 2020 年 旅行 代金 か ら そ れ ぞ れ の 金額 を お 引き 
8 月 以降 の 発表 予定 で す し ます 。( サ ミッ ト 大 会 中 の ホテ ル の 宿泊 は 3 泊 で す 。 
・ 皇 3 
⑯ 上 記 は 、 成 田 また は 羽田 空港 発 着 、 ホ テル は 2 名 以上 で 1 室 利用 の 場合 で す 上 EE 


利用 航空 会 社 発着 地 


@⑯ オ プシ ョ ナル ・ ロ ー カ ル ・ ツ アー や 、 ポ スト ・ サ ミッ ト ・ オ プシ ョ ナル ・ プ ログ ラム は 別 料金 と 部 屋 利 用 A タ イプ 部 屋 利用 B タ イプ 
な り ま す 。 王 ョ Le 
〇 最少 催行 人 員 80 名 ( 各 航 空 会 社 選択 プラ ン の 合計 ) 8" 
〇 募集 人 上 員 150 名 (申込 先着 順に より 締め 切り ます ) な MA 
〇 一 人 部 屋 利用 追加 料金 \48.000(3 泊 分 ノ ホ テル 部 分 の み ) \30.000 引き \50.000 引き 


〇 出発 ・ 到 着地 
上 記 参加 料金 は 、 成 田 ま た は 羽田 空港 発着 で す 。 成 田 ノ 羽田 まで の 日 本 国内 移動 ・ キャ ン セ ル ・ 変 更 


前 泊 ・ 後 泊 は 別 導 料 金 が 必要 で す 。 詳 し く は 近畿 日 本 ツー リス ト に お 問い 合わ せく だ 
さい 。 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ロ 
和 EE ぼっ て 30 日 目 か ら 3 日 目 ま で の 取消 旅行 代金 の 20% 

〇 ビジ ネス クラ ス 往 復 追加 料金 


国際 線 の ビジ ネス クラ ス ご 項 望 の 方 は 追加 料金 に て 手配 可能 で す 。 追加 料金 は 50 万 円 敵 時 6 
前 後 と な る 見 込み で す 。 詳 し く は 近畿 日 本 ツー リス ト に お 問い 合わ せく だ さい 。 
0 加 旅行 開始 後 の 取 消 また は 無 連 絡 不参加 


〇 添乗 員 は 同行 し ませ ん が 、 現 地 空港 より 現地 係員 が 対応 し ます 。 の 場合 
※ 詳 し く は 募集 要項 ・ ご 旅行 条件 書 を ご 参照 くだ さい 。 


旅行 開始 日 の 前 々 日 以降 旅行 開始 まで 旅行 代金 の 50% 


旅行 代金 の 全額 


@ 海外 旅行 傷害 保険 に 必ず ご 加入 くだ さい 
万 が 一 現地 で ケガ や 病気 に な っ た 場合 や 、 ホ テル の 高価 な 調度 品 を 壊し て し まっ た 場合 等 、 海外 旅行 傷害 保険 に 入っ て いれ ば ば 日 本 語 で 24 時 間 対 応 し て くれ ます 。 
ご 自身 で 入ら れ て も 、 近 畿 日 本 ツー リス ト に 申し 込ま れ て も OK で す 。 必 ず 出 発 前 まで に ご 加入 くだ さい 。 
(クレ ジッ トカ ー ド に 付加 され て いる 海外 旅行 傷害 保険 で は 携行 品 損害 の 対応 が な い 等 、 不 十 分 で す 。 くれぐれも ご 注意 くだ さい ) 
ペ 注意 事項 必ず ご 確認 くだ さい ! 
1. 旅 券 (パス ポー ト ) 
参加 者 は 、 帰 国 時 まで 有効 な 旅券 を 持っ て いる こと か が 必要 で す 。( た だ し 、 入 国 時 90 日 以上 が 望ま し い ) 現在 お 持ち の 旅券 が 今回 の 旅行 に 有効 か どう か の 確認 、 
旅券 申請 等 は 参加 者 各自 の 責任 で 行っ て くだ さい 。 
2. 米 国 で は 、 ホテ ル や レス トラ ン 等 多く の 人 が 集まる 場所 は 、 ほ と ん ど が 禁煙 で す 。 (航空 機内 は 全て が 禁煙 ) 
し 3. ホ ー ム ステ イ 等 の 関係 か ら 、 健康 状態 に 不安 の ある 方 や 集団 行動 が 難し い 方 に つい て は 、 参加 を お 断り する 場合 が あり ます 。 あ ら か じ め ご 了解 くだ さい 。 


ノ 
お 申込 み 方 法 
別紙 の 旅行 申込 書 ] の 表 と 裏 の 両方 に 全て 記入 し 、 パ スポ ー ト の コピ ー ( 顔 写真 の 頁 ) と 旅行 申込 書 を 受領 後 、 申込 金 \\50.000 の 請求 書 が 
と も に 、 近 畿 日 本 ツー リス ト へ FAX も し く は ご 郵送 くだ さい 。FAX の 場合 、 必ず 表 と 裏 の 近畿 日 本 ツー リス ト よ り 発 行 され ます 。 残金 は 後日 、 旅 行 
両面 を 送信 し て くだ さい 。 ま た は 、e-mail に 記入 済み の 申込 書 ( 表 と 裏 ) と パス ポー トコ ピー 出発 の 約 1 ヶ月 前 に 請求 ミ され ま * 請求 書記 載 の 期日 
を 添付 し て philadelphia-summit2020@or.knt.cojp まで 送信 し て くだ さい 。 まで に お 振込 みく だ さい 。 


旅行 申込 書 時 申込 締切 日 
1 枚 4 2020 年 7 月 31 昌 必着 、 また は 募集 人 員 に 達し た 
Or Or 年 / 月 づ 1 日 SE3 尽 員 に 達し た 時 
1 = 思 隊 ※7 月 31 日 以降 の お 申込 み に つ いて は 、 お 問い 合わ せく だ さい 。 
(写真 の 頁 ) 03-6730-3229 e-mall ご 不明 な 点 が あれ ば 、 お 気軽 に 近 日 本 ツー リス ト に お 問い 合わ せく だ さい 。 
お 問い 合せ ・ お 申し 込み 会 企画 ・ 連 営 


旅行 の 申込 、 キ ャ ン セ ル 、 旅程 関連 、 割引 料金 、 海外 旅行 保険 等 に 関す る お 問い 合わ せ 日 米 草の根 交流 サミ ッ ト 大 会 企画 & 
株 式 会 社 近畿 日 本 ツー リス トコ ー ポ レー トビ ジネス トラ ベル セー ビス セン ター 東日本 ミッ ト 大 会 の プロ グラ ム 内 容 に 関す る お 問合せ 


日 米 草の根 交流 サミ ッ ト 係 観光 庁 長官 登録 旅行 業 1944 号 に E IE E 
一 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 ボンド 保 証 会 員 旅行 業 公正 取引 協議 会 会員 トン (の 公益 財団 法人 ジョ ン 万 次 郎 ホ イッ ト フ ィ ー ル ド 記 飼 


0 本 午 和 0 0 ビル 3F 馬 信 国際 草の根 交流 セン ター(CIE) 

TEL: 03-6730-3220 / FAX : 03-6730-3229 / e-mail : philadelphia-summit2020@or.knt.co.jp で TE 

営業 日 ・ 営 業 時 間 : 月 一 金 10:00 17:O0 ※ 寺 日 祝 日 休み (127291/3 も 休業 と な り ま す ) TEL : 03-351 1-7171 
お 取消 ・ ご 変更 の ご 連絡 が 休業 日 ・ 営 業 時 間 外 の 場合 は 、 翌 営業 日 の 扱い と な り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 ョ m 

@ 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 : 黒田 和幸 ・ 小 室 恵子 FAX : 03-3511-7175 


@ 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の ご 旅行 の 契約 に 関し 、 
担当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら ご 遠慮 な く 旅行 業務 取扱 管理 者 に ご 質問 くだ さい 


旅行 企画 ・ 実 施 : 株 式 会 社 近 畿 日 本 ツー リス ト 首 都 圏 横浜 支店 
観光 庁 長 家 合 録 旅行 業 2053 号 一 般 社 団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 錠 (の 

ボン ド 保証 会 員 旅行 業 公正 取引 協議 会 会 員 ーー 

〒221- 0052 横浜 市 神奈 川 区 栄町 3-4 パシ フィ ッ ク マ ー ク ス 横 浜 イ ー ス ト 4 階 0440-1911-0002 


E-mail:manjiro@manjiro-or.jp 
http://www.manjiro-or.jp 
寺 @manjiro.grassroots 


